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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 
ろうどく した しょうく に おいて、 ぜんのう の しゅ (swt) は つげて おられ ます。 「あなた に けいじ した けいてん を     
ふくしょう し、 れいはい の つとめ を まもり なさい。 ほんとう に れいはい は、 ふひんこう や じゃあく を させない ように 
する。 アッラー を おもい おこす こと こそ、 もっとも おおいなる こと。 アッラー は、 あなたがた が なす こと に ついて  
よく しって いる。」1 
また、 ハディース に おいて、 よげんしゃ (saw) は 「ほんとう に、 ふっかつ の ひ、 しもべ が さいしょ に せきにん を    
とわれる こうい は れいはい に ついて で ある」2 と かたって います。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
れいはい は たて の やくわり を はたし、 あらゆる あく から わたしたち を まもって くれ ます。 わたしたち の なか に、     
かずおおく の まえむき な しゅうかん を はぐくみ ます。 れいはい の まえ に おこなう ウドゥ（きよめ）は、 ぶっしつてき・    
せいしんてき な ふじゅんぶつ から みずから を きよめる こと の たいせつさ を おしえて くれ ます。 カアバ に むきあう こと は、 
せぞくてき な ざつねん を はなれ、 しゅ (swt) の せいなる そんざい の おんまえ に すうけい の ねん を もって たつ こと を 
あらわして います。 「アッラーフ・アクバル」 に よって れいはい を はじめる こと は、 せいかつ の あらゆる ばめん に おいて   
アッラー に ひなん を もとめる こと の じゅうようせい を はっきり と しめして います。 れいはい に たつ こと（キヤーム）は、  
みずから が しんじつ と せいぎ に あゆみ を あわせる もの で ある こと を しめし、 ふせい と よくあつ には はんたい して  
いる こと を あらわして います。 ろうしょう（キラート）は、 クルアーン を ろうどく する のと おなじ ように、 その おしえ を    
じんせい の あらゆる そくめん に いかさなくては ならない こと を おもい ださせて くれます。 おじぎ（ルクウ）は、 アッラー の  
おんまえ に のみ あたま を さげる こと を しめし、 へいふく（サジダ） は アッラー (swt) に ちかづく こと の よろこび を    
もたらして くれます。 サラーム は きょうだい、 しまい に たいする あいじょう を はぐくみ、 わたし たち の あいだ の へいあん と 
しんらい を はぐくむ こと を おもい ださせて くれ ます。 
しんあい なる むすりむ の みなさま︕ 
せいとう な りゆう が ない かぎり、 ムスリム は けっして れいはい を ないがしろ に しては なりません。 あと で うめあわせ する 
つもり で れいはい を さきのばし に する こと は できない の です。 この こと に ついて、 ぜんのう の しゅ は クルアーン に 
おいて つげて おられ ます。  ۜلٰوةِ وَاصْطَبرِْ عَلَیْھَا  あなた の かぞく に れいはい を  めいじ、 あなたじしん も よく」  وَأْمُرْ اھَْلَكَ بِالصَّ
たえなさい。 ……」3 ムスリム は また、 おもいやり や じひ、 やさしい ことば や えがお を とおして かぞく の なか に れいはい 
へ の あい を はぐくむ ぎむ が あります。 この てん に ついて、 よげんしゃ (saw) は 「あなたがた の こども たち が 7 さい 
に なったら、 れいはい を させ なさい」 4  と かたり ました。 さいあい の むすめ ファーティマ (ra) の とびら に ちかづき、  
「かぞくたち よ、 れいはい を しましょう」 と よびかけ、 かぞく を れいはい に まねいた の です。5 
しんあい なる きょうだい、 しまい の みなさま︕ 
れいはい に よって こころ を かいふく させ ましょう。 れいはい に よって つみ の おもに から かいほう され ましょう。 この よ の 
つか の ま の けんそう の なか でも、 けっして れいはい を みおとす こと の ない ように しましょう。 
ほんじつ の きんよう れいはい の ホトバ を、 よげんしゃ から の きっぽう を もって おわり ます。 「だれ で あれ、 1 にち に 
5 かい の れいはい を おこない つづける こと が アッラー の めいれい で ある こと を しり、 れいはい の ルクウ、     
サジダ、 ウドゥ、 じこく を かたく まもる もの は てんごく に いく だろう。」6 
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